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今
年
は
最
初
の
日
米
安
保
条
約
が
発

効
し
て
か
ら
７０
年
、
沖
縄
の
施
政
権

が
戻
り
日
本
に
復
帰
し
て
か
ら
５０
年

と
な
る
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。 

 

こ
の
間
、
私
た
ち
日
本
国
民
は

「
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の

惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
決
意
し
」
「
正
義
と
秩
序
を

基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求

し
」
、
第
９
条
に
お
い
て
「
戦
争
の
放

棄
」「
戦
力
の
不
保
持
」「
交
戦
権
の
否

認
」
を
誓
っ
た
日
本
国
憲
法
の
下
、

「
戦
争
し
な
い
国
」
の
国
民
と
し
て
世

界
か
ら
信
頼
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
一
方
で
は
、
日
米
安
保
条

約
・
日
米
地
位
協
定
に
縛
ら
れ
、
主
権

を
忘
れ
、
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
の
従
属

的
政
治
を
続
け
る
政
府
に
よ
っ
て
、
ま

っ
た
く
相
反
す
る
二
つ
の
法
体
系
の
中

で
、
平
和
的
に
暮
ら
す
た
め
に
た
た
か
い
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
２
０
１
５
年
９
月
に
強
行
成
立
し
翌
年
３
月
２９
日
に
「
戦
争

法
」
が
施
行
さ
れ
て
以
降
は
、
勢
い
を
増
し
て
大
軍
拡
と
日
米
軍
事
一
体
化
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

い
ま
、
平
和
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
の
た
た
か
い
は
重
要
局
面
を
迎
え
、

日
米
安
保
条
約
廃
棄
を
掲
げ
た
運
動
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
２
月
２４
日
に
世
界
中
に
戦
慄
が
走
る
事
態
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
た
め
の
武
力
攻
撃
が
始
ま
り
、
戦
争
は
そ
の
非
人
道
的
な
許

し
難
い
本
質
を
表
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
今
の
事
態
は
、
核
兵
器
と
い
う
も
の
が
、
人
間
が
持
っ
て
は
な
ら

な
い
絶
対
悪
だ
と
い
う
こ
と
と
、
自
公
政
権
・
維
新
の
会
な
ど
が
持
ち
出
し
て

い
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示

し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
国
連
は
無
力
」
な
ど
と
い
う
「
力
の
論
理
」
を
跳
ね
返
し
、
国
連
は

３
月
２
日
、
２４
日
の
１
４
０
カ
国
を
超
え
る
賛
成
で
の
決
議
採
択
。
さ
ら
に
、

４
月
８
日
に
は
国
連
人
権
理
事
会
で
の
ロ
シ
ア
の
理
事
国
資
格
を
停
止
す
る
決

議
案
を
、
ロ
シ
ア
が
各
国
に
「
決
議
に
反
対
し
な
け
れ
ば
、
非
友
好
的
な
意
思

表
示
と
み
な
す
」
な
ど
と
い
う
圧
力
を
か
け
る
中
で
も
、
９３
か
国
の
賛
成
で
採

択
す
る
な
ど
、
武
力
に
よ
ら
な
い
国
際
世
論
の
広
が
り
こ
そ
が
平
和
を
導
く
確

か
な
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。 

い
ま
日
本
に
は
、
憲
法
９
条
を
持
つ
、
た
だ
一
つ
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、

国
際
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
積
極
的
に
尽
力
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
て
、
岸
田
首
相
が
自
衛
隊
明
記
を
含

む
改
憲
を
「
今
こ
そ
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
間
近
に
控
え
た

参
議
院
選
挙
を
「
そ
の
た
め
の
『
力
』
を
得
る
た
た
か
い
」
と
発
言
す
る
な
ど
、

大
軍
拡
・
日
米
同
盟
強
化
を
図
ろ
う
と
す
る
動
き
が
一
気
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
維
新
の
会
が
党
大
会
に
お
い
て
、
改
め
て
「
核
共
有
」
と
非
核
三
原

則
見
直
し
の
議
論
を
進
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
な
ど
、
断
じ
て
許
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
国
会
で
は
経
済
と
軍
事
を
結
び
付
け
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保

障
戦
略
に
組
み
込
む
こ
と
を
狙
っ
た
経
済
安
全
保
障
法
案
が
衆
議
院
で
採
択
さ

れ
、
国
交
相
が
沖
縄
県
に
よ
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
変
更
申
請
「
不
承
認
」
を

取
り
消
す
裁
決
を
行
う
な
ど
、
ま
す
ま
す
前
の
め
り
に
「
戦
争
す
る
国
」
へ
と

進
も
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
は
、
日
本
が
、
世
界
に
誇
る
平
和
憲

法
・
９
条
を
持
つ
国
と
し
て
、
本
来
歩
む
べ
き
道
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
っ
て
、

日
米
安
保
条
約
・
日
米
地
位
協
定
が
、
い
か
に
日
本
の
国
の
主
権
・
日
本
国
民

の
平
和
に
暮
ら
す
権
利
を
侵
害
し
て
い
る
か
を
伝
え
る
た
め
た
た
か
い
ま
す
。 

来
る
４
月
２３
日
の
「
総
会
」(

エ
ル
大
阪
５
０
４
号
室
・
１３
時
～
１４
時)

に

お
い
て
は
、
団
体
共
闘
と
し
て
の
機
能
を
強
化
し
、
各
団
体
構
成
員
の
学
習
と

運
動
へ
の
参
加
を
基
本
に
据
え
て
た
た
か
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

共
に
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。 
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3月の安保破棄大阪実行委員会 23定例宣伝行動を 3月 23日の昼 12時からいつもと同じく大阪市庁舎

近くの淀屋橋で行いました。今回で通算 401回目の 23行動となります。 

今回の宣伝は、ロシア・プーチン政権によるウクライナ侵攻への抗議を中心に行いました。「ウクライ

ナに平和を！ロシアは国連憲章を守れ」の横断幕を掲げ、ウクライナ難民支援のための募金も集めまし

た。13人の参加で、ビラ配布とプラスターなどをもってのスタンディング、弁士による訴えを行いまし

た。弁士は、日本共産党、大阪母親大会連絡会、大阪民医連、大阪憲法会議から出ていただきました。 

 ビラもいつも以上に多くの方々が受け取っ

てくれ、募金も 4,358円集まりました。 

 一刻も早く、ロシアによる蛮行をやめさせ

たいという思いが多くの人の中にあることを

感じられる宣伝行動でした。 

  次回の宣伝行動は、4月 22日(金)の 12

時から、淀屋橋で行う予定です。 
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・  
 

 

近
畿
２
府
４
県
の
安
保
破
棄
実
行

委
員
会
が
合
同
で
開
催
し
て
い
る
、

連
続
学
習
会
の
第
６
段
は
、
「
日
米

安
保
条
約
・
日
米
地
位
協
定
を
考
え

る
～
沖
縄
の
現
状
を
踏
ま
え
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
沖
縄
国
際
大
学
教
授

の
前
泊
博
盛
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

沖
縄
復
帰
50
年
の
節
目
の
今
年
、

沖
縄
の
自
治
権
を
侵
害
す
る
事
態
が

続
い
て
い
ま
す
。
沖
縄
防
衛
局
の
出

し
た
辺
野
古
埋
立
設
計
変
更
申
請
を

沖
縄
県
が
不
承
認
と
し
た
こ
と
に
対

し
て
、
国
交
省
が
そ
れ
を
取
り
消
す

と
い
う
裁
決
を
下
し
ま
し
た
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
地
方
自
治
を
な
い
が
し

ろ
に
し
た
こ
と
が
行
わ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
。 

 

い
ま
だ
に
日
米
安
保
条
約
に
よ
っ

て
日
本
が
守
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

人
が
日
本
全
国
で
は
圧
倒
的
多
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
米
安

保
条
約
・
日
米
地
位
協
定
の
害
悪
に

日
々
さ
ら
さ
れ
て
い
る
沖
縄
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
り
ま
す
。 

 

「
原
発
再
稼
働
、
不
況
下
の
大
増
税
、
オ
ス
プ
レ
イ
強
行
配
備
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
、
憲
法
改
正
…
日
本
は
な
ぜ
、
こ
ん
な
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？
」(

前

泊
さ
ん
著
「
本
当
は
憲
法
よ
り
も
大
切
な
『
日
米
地
位
協
定
入
門
』
」
紹
介
分

よ
り)

。
こ
の
原
因
と
し
て
、
日
米
地
位
協
定
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

様
々
な
社
会
運
動
に
か
か
わ
っ
て
き
た
方
々
に
も
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
を
担
っ

て
い
く
若
い
方
々
に
も
、
私
た
ち
が
ぶ
つ
か
る
多
く
の
問
題
の
根
本
に
あ
る
、

日
米
安
保
条
約
・
日
米
地
位
協
定
に
つ
い
て
考
え
、
「
安
保
の
真
実
」
を
つ
か

む
学
習
と
し
て
、
是
非
、
今
回
の
学
習
会
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

記 

 

〇
日
時:

２
０
２
２
年
４
月
２３
日(

土)

１４
時
～
１６
時 

 

〇
講
師
：
前
泊
博
盛
さ
ん(

沖
縄
国
際
大
学
教
授) 

 

〇
参
加
費:

無
料 

 

〇
学
習
会
の
方
式
：
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
で
す
。 

 

※
参
加
希
望
の
方
は
、
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
話
な
ど
で
、
安
保
破
棄
大
阪

実
行
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
予
約
受
付
後
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

を
、
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

※
エ
ル
大
阪
５
０
４
号
室
を
、
大
阪
会
場
と
し
て
用
意
し
て
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
画
面
を
映
し
て
視
聴
し
ま
す
。
大
阪
会
場
へ
の
参
加
希
望
の
方
は
そ
の
旨
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

以
上 

  

 
安
保
破
棄
中
央
実
行
委
員
会
発
行
の
「
安
保
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
の

最
新
刊
第
21
段
「『
敵
基
地
攻
撃
』
と
憲
法
９
条
－
軍
拡
で
平
和
は
実
現
で
き

な
い
‐
」(
Ａ
５
判
６４
頁 

頒
価
５
０
０
円)

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。 

「
い
ま
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
事
態
に
便
乗
し
て
、
「
核
共
有
」

や
更
な
る
軍
拡
を
安
倍
元
首
相
や
日
本
維
新
の
会
な
ど
が
求
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
米
中
対
立
緊
迫
の
情
勢
を
背
景
に
「
敵
基
地
能
力
保
有
」
を
岸
田
政

権
は
言
及
し
ま
し
た
。
９
条
改
憲 

、 

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り 

を
阻
止
す
る
た

め
の
運
動
を
広
げ
る
学
習
に
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。」(

安
保
破
棄
中
央
実
行

委
員
会
呼
び
か
け
文
書
よ
り) 

 

大
阪
安
保
へ
申
し
込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
10
冊
以
上
の
購
入
か
ら
割
引
を
適

用
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
学
習
会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

4月 
16日(土)カジノに反対する大阪連絡会緊急学習会  

18:00～民医連 オンライン併用 ※要申し込み 

20日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～  

民医連会議室(オンライン併用) 

22日(金) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

23日(土) 安保破棄大阪実行委員会 2022年総会  
13:00～14:00 エル大阪 504号室 

 近畿安保合同連続学習会第 6弾  
14:00～ オンライン  

講師: 前泊博盛さん（沖縄国際大学教授） 
 

5月 
１日(日) 第 93回大阪メーデー 11:00～ 扇町公園 

３日(火・祝) 輝け憲法！おおさか総がかり集会 

14:00～ 扇町公園 

18日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～  

21日(土) 大阪憲法会議「春の憲法大学習会」 

14:00～ 阿倍野区民センター YouTube生配信あり 

23日(月) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

 

6月 

12日(日) 大阪母親大会 13:00～ クレオ大阪中央 

諸団体の取り組み、当面の予定など 

 

（お詫びと訂正） 

 先月号の表面で、安保破棄大阪実行委員会総会の開催時間に関して、

「12時～13時」という記載がありましたが、「13時～14時」の間違い

です。 

 申し訳ありませんでした。 

 

近畿安保連続学習会第 6弾(オンライン学習会) 

 

～沖縄の現状を踏まえて～ 

 

安
保
が
わ
か
る
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
㉑ 

 

「
敵
基
地
攻
撃
」
と 

憲
法
９
条 

  


